
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

日本産科婦 入 科学会雑誌　AcTA　OBsT　GYNAEc　JpN　Vol．41，　No．6，　PP．773− 776， 1989 （平 L 　6 月）

診 　　療

外陰部 に 多発す る Epidermal　Cystsの 1例

　　　　　　 湘南鎌倉病院産婦人 科

　　 　 　 　 　
＊

茅 ケ 崎徳 洲会病 院産婦 人 科

井上　裕 美　　村主　千 明
＊

　 福 島　安義
＊

Multiple　Epidermal　Cysts　of 　the　Labia　Majora

　　　　 HiromHNouE ，　Chiaki　MuRANusHI ＊

and 　Yasuyoshi　FuKusHIMA ＊

D θ餌 吻 zent 　qプ Obstetn
’
cs　and 　Gynecol（）gy，　S海o肋 侃 Kamakerra 〃 edical 　C 餌 紘 Kanagawa

＊DePartment げ Obstetrics　and （…ynecology，　Chigasalei　Tok”s乃％肋 ガMedicag　Center，　Kanagawa

Key　words ： Vulva・Multiple　epidermal 　cysts

　　　　　　　　　緒　　言

　Epidermal 　cyst （上皮嚢腫）は ，直径 0．2〜5cm

の 円形，弾性硬の 隆起病変で ，皮内また は 皮下 で

ゆ つ く りと発育す る．そ れ らは 顔面 ， 頚部 ， 胸背

部 に 好発 ，
ま た 男性の 陰嚢に も多発する も の もあ

る（多発性陰嚢粉瘤症）．しか し 日常の 臨床で ， 発

生学的に 男性 の 陰嚢 に 相当す る女性 の 大陰唇 に 多

発す る Epidermal　cysts に 遭遇 す る こ と は 少 な

い ．今回わ れ われ は 大陰唇に 多発した Epidermal

cysts の 症例 を経験 した の で こ こ に報告 し ， また

主 と し て そ の Terminology お よ び classifi−

cation ，さ らに そ の 鑑別診断に つ い て も文献的検

討を 行つ た ．

　　　　　　　　　症　　例

　患者 ：29歳，未婚，未経妊の 小学校教師．

　月経歴 ：初経 13歳 ， 周期 28日．

　既往歴 お よ び家族歴 ：特記すべ きこ となし．

　主訴 ：外陰部 に 多発する小 さな無痛性 の 腫瘤．

　現病歴 ：患者は来院 3 ヵ月前 に ，外陰部 に 多発

す る小 さな腫瘤 に 気づ い て い た が，そ の ま ま放置

して い た ．最近 に な つ て その 数が増加 し て い る の

で は ない か と心配に な り来院 とな つ た．外陰部 の

不 快 感 は あ るが
， 疼痛 ， 掻痒感は な い ．そ の 当時，

学校で
“
み ず い ぼ

”
（Molluscum　contagiosum ， 伝

染性 軟属腫）が流行 し て お り， 初診時 Molluscum

contagios   を疑 い 嚢腫 の 生検を施行 した ．

　外陰部所見 ：両側 の 大陰唇に や や灰 白色 の 多数

（大小50個以上 ）の 丘 疹 （結節様腫瘤）を 認め た （写

真 1）．そ の 中央に 小陥凹 部が あり， 腫瘤の 大 きさ

は
， 直径 2mm か ら6mm で あ つ た．こ れ ら の 腫瘤

は
， 弾性硬お よ び可 動性を示 した が

， 発赤・腫脹・

圧痛 は認 め られ な か つ た ．強 く圧 迫す る と，中心

よ り黄 白色粥状物質が排 出された ．

　病理組織学検査 ：腫瘤は
， その嚢腫壁が角層，

顆粒層 ， 有棘層 ， 基底層 か らな る正常表皮で 構成

され る上皮性嚢腫で ， し か も， 皮脂腺 ， 毛嚢 ， 汗

写 真 1
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写真 2

腺等の 皮膚付属器 は 含まれ て い な か つ た ．嚢腫内

に層状の 角質塊を認め，Epidermal　cyst と診断 さ

れた （写真 2）．なお ， Molluscum　body は 認め ら

れな か つ た ．

　治療 ： 1％Xylocain ス プ レ イ 噴霧後各 嚢腫を

切開 ， 内容摘除 ， ま た 大 きい もの に 対 し て は
， 局

所麻酔下 に て 嚢腫摘 出を行つ た ． 3年経過 し た 現

在再 発は な い ．

　　　　　　　　　考　 　察

　 Epidermal　cyst は 母斑 お よ び 良性腫瘤 に 分類

され る
一

つ の 疾患で ある が，その terminology お

よ び classi丘cation に つ い て は 必 ず し も
一

致 し て

い な い ．本邦 で は
， 上野

4 ）は 良性被覆表皮性腫瘍の

一
つ に 粉瘤 （Atheroma）＝ 上皮嚢腫 （Epidermal

cyst）を分類 し ， また池 田 ら
1）は粉瘤 （Atheroma）

を類 上 皮 嚢 腫 （Epidermoid　 cyst ）＝ 上 皮 嚢 腫

（Epidermal　cyst ）と外毛根鞘嚢腫 （Trichilemmal

cyst）に 分類 し て い る （裘 1）．なお ， 粉瘤を真性

と仮性 とに 分類する場合 もあるが
，

こ の 場合前者

は Epidermal　cyst で あ り後者は 毛嚢 の 貯溜嚢腫

を意味す る
2）．また 外毛根鞘嚢腫 は毛髪嚢腫 （Pilar

cyst） と同 義 語 と し て 使用 さ れ て い る．
一方

Pincus12 》は Tumor 　 with 　 epidermal

differentiationの 中に Epidermal　 cyst ＝ Epider−

moid 　 cyst を分類 し ， また Hackney6）は Epither−

ial　cysts 　of 　the　skin の
一つ に Epidermal 　cyst 　

＝ ：

Epidermoid　cyst を分類 して い る （裹 2），上 記に

示 し た よ うに ，最近 の 皮膚科学 の Textbook に お

い て も Epidermal 　cyst の 定義お よび分類 は 混 乱

表 1Classification　of 　epidermal 　cyst

　　 表 2　Classi丘cation 　Qf 　epidermal 　cyst

（Fitzpatrick　T ．B ．　et 　al ．： Dermatology 　in　general
medicine ，788．　McGraw ・Hill，1987＞

して お り，また 複雑で ある．同義語 と して は 上記

に述 べ た Epidermoid 　 cyst ，　 Atheroma ，お よ び

Epithelial　cyst 以外に Epiderma1　inclusion　cyst ，

お よ び Keratin　cyst が ある．

　病因に つ い て は ，遺残表皮 の 真皮 内迷入 に よ る

もの と の 説 もあるが明 らか で は な い
3＞．外傷 に よ

る Epidermal　 cyst の 報 告 も 多 く ， と く に

Onuigboii）il＊ Nigeriaの イボ族 の 外陰部 に 高頻度

に Epidermal 　cyst が見 られ る こ と とイ ボ族 の 女

子 の 割礼 と の 関係を指摘 し ， さ らに Ofodile　 et

aLl
°）は

，
　 Nigeriaで の 5 年間の 割 礼後 の 陰核 の

Epidermal　cyst 　 19例 を 検 討 し，そ の うち 14例

（74％）が 1 歳か ら10歳 ま で の 女子で あつ た と報告

し て い る．

　
一般に ， Epidermal　cyst は 若年お よ び 中年 の 成

人 に 多 く見 られ るが，子供で は まれ で あ る
13）．男女

差は 明 らか で は ない ．

　Epidermal 　cyst 　lま slow −9rowing ，隆起 性，円

形，弾性硬 の 皮内又 は 皮下嚢腫で ，大 きさ は 0．2〜5

cm とさ ま ざま で ある，好発部 位 は 頭部，顔面で あ

る が，外陰部，体幹お よ び 四 肢 に も生 じ る．単発
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表 3　Vulval　neoplasm （Benign 　tumors）

性又 は 多発性で あるが，10個を越 える こ とは な い

と言わ れ る
3）

．時に 中央に 面疱様黒点が存在す る．

嚢腫内容 は semisolid で あ る、自覚症状は ほ と ん

どな い が
，

二 次感染に よ り発赤，腫脹，疼痛等の

症状を呈 す る．悪性化は まれ で は あるが報告 され

て い る
9〕
．

　外陰部の Epidermal　cyst の 発生 頻度 に 関 し て

は，い まだ 明 らか で は な い が ， まれで は ない
12〕．し

か し Multiple　epidermal 　cysts の 発生頻度に 関 し

て は い ず れ の Textbook に お い て も明 らか な記

載 は な く不 明で ある ．当院に お け る頻度を調 ぺ て

み る と，過去 8年間の 産婦人 科 の 外陰部疾患の 全

病理検体 44例中10例 （22．7％）が外陰部 の Epider−

mal 　cyst で ，こ の うち 1例が Multiple　epidermal

cysts であつ た ．

　Epidermal　cyst を 伴 う疾患で 注意 を要 す る も

の に Gardner’s　syndrome カミあ る． こ れ は 大腸ポ

リポ
ー

シ ス ，骨腫 ， 線維腫 ，
お よ び Epidermal 　cyst

等が合併す る症候群 で ，常染色体性優性遺伝を呈

す る こ とと ， 大腸ポ リ ポ ーシ ス の 癌化傾 向が 問題

と な る
5）． こ れ と は 別 に ， 大 陰唇 の 前 交 連 の

Epidermal　cyst と恥骨 の 離開 ，
二 分裂 の 陰核，お

よ び 6腰椎 との 合併する 症例 の報告 もある
14）．

　病理組織学的 に は
， 嚢腫壁 は 正常表皮 と 同 じ構

造 で
， 中 に 層状 の 角質塊 を見る ．

　鑑別 診 断 に は ， 他 の 上 皮細胞系腫瘍 （表 3） と

の 鑑別が必要で ある．と くに毛髪嚢腫（Pilar　cyst ）

との 鑑別 に は 注意 を要す るが，毛髪嚢腫に は顆粒

層が存在 しな い こ とで 鑑別で きる
6 ＞．また Mo ］lus・

cum 　contagiosum と の 鑑別 に は，そ の 表皮細 胞

に ， 細胞質内封入体で ある Molluscum　body を証

明す る こ とで 可能 で あ る．ま れ に
，
Epidermal 　cyst

に Molluscum　contagiosum を合併 した報告 もあ

り，注意を要す る
7｝．

　治療 は
， 嚢腫 の全摘出が必要で 嚢腫壁を残す と

再発す る と言わ れて い る．

　　　　　　　　　結　　語

　今回われ われ は
， 女性 の 外陰部 に 多発 （50個以

上 ） し た Epidermal　cysts の まれな症例を経験 し

た．外陰部 に 集 落 を形 成す る よ う に 多 発す る

Epidermal 　cysts は ，そ の 大 ぎさお よ び個疹 の 中

央 に 小陥凹部 を有す る 等 Mollscum　contagiosum

と臨床的 に 類似す る点が あ り， 鑑別 を要す る こ と

が示唆 された ．ま た そ の 両者 の 治療方法 は 切除お

よ び摘出 とい う点で 類似 して い る が ， Molluscum

contagiosum が性交お よ び プ ー
ル 内伝 染が 報告

s）

され て い る こ とを考 える と t 誤 つ た 診断 の 患者 に

与 える影響は 大 きい と思われ る ．

　発生学的に ， 男性の 陰嚢に 相 当す る女 性 の 大 陰

唇 に 多発す る Epidermal 　cysts は ま れ で ，
“
多発性

陰唇粉瘤症
”

と言 つ た 疾患名 もな い ． しか しそ の

病因を考 える上 で 興味 ある症例で あつ た と思わ れ
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